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■背 景 

  ２０１１年の創立１００周年記念事業に向けて、大学の国際競争力を強化するための 

長期プログラムの一環としまして、２０００年５月に第１回目の大学サミット・イン・ 

九州を開催いたしました。 

  第１回の大学サミットでは、７か国８大学の学長等の参加を得て、大学の教育と研究、 

経営と運営などについて活発な討論が行われ、教育・研究・国際交流のあり方を盛り込 

んだ「大学サミット・イン・九州 2000 年宣言」が採択されました。 

  今回は、第２回目の大学サミット・イン・九州の開催となります。 

 

■内 容 

 

   詳細は、別紙資料参照 

 

 

 

 
【お問い合せ先】 
国際交流推進室 森田 
電話：０９２－６４２－４３２３ 
FAX：０９２－６４２－４２７３ 
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大学サミット・イン・九州２００７について 

概 要 
本学の主催により、「大学サミット・イン・九州２００７」を１０月２７日（土）～

２８日（日）、ＪＡＬリゾートシーホークホテル福岡において実施します。 

 テーマは、「都市と大学～大学がいかに地域に貢献できるか～」。個々の大学の共通

課題を議論し、知的存在感のある大学を目指して提言を行うことを目的としています。

本サミットには、１１か国・１２大学が参加し、３つのセッション「学研都市構想」

「地域資源としての大学をグローバルに考える」「地域医療と健康問題における大学の

役割」に分かれてそれぞれのテーマについて議論します。 
また、本サミットの特別プログラムとして、１０月２８日（日）には、参加する各大

学学長等と高校生との「対話集会」を開催します。対話集会には、九州・四国の１２校

８９名の高校生が参加する予定となっています。また今回は、対話集会に参加する高校

生を対象に懸賞論文を募集しました。応募の中から選考された最優秀者 1 名及び優秀者

2 名に対して、対話集会終了後表彰を行います。 



大学サミット・イン・九州２００７ 概要 
 
○テーマ 
  都市と大学 ～大学がいかに地域に貢献できるか～ 

  -Integrating  Global  Universities  and  Local  Communities  in  the  21st  Century‐ 
○開催趣旨 

個々の大学が、共通する性格を有するにもかかわらず個別に模索している課題を議論し、

知的存在感のある大学を目指して提言を行うことを目的とする。 
○開催日  平成19年10月27日(土)～28日(日) ※10月26日(金) は「事前準備会合」 

○場 所  ＪＡＬリゾートシーホークホテル福岡（福岡市中央区） 
○主 催  九州大学 

○後 援  福岡県，福岡市，財団法人九州大学学術研究都市推進機構 

国際連合人間居住計画（ﾊﾋﾞﾀｯﾄ）アジア太平洋事務所（福岡） 

○内 容 

 【セッション】 
 （１）学研都市の未来 
     九州大学伊都キャンパスや海外からの参加大学のキャンパスにおける取り組み

を紹介し、大学を中核とした学研都市づくりの展望や課題などを議論する。また、

セッションの一環として伊都キャンパス見学を行う。 
 （２）地域資源としての大学をグローバルに考える 

     大学の存在はその地域にとってどのような価値をもつのか。このセッションでは、

地域資源とそれを利用している地域住民という観点から大学のあり方について考える。 

 （３）地域医療と健康問題における大学の役割 

     地域医療等の社会連携や企業との産学連携の事例等を紹介し、健康・保健分野にお

ける大学の役割等について検証する。 

【その他】 

   高校生と学長たちとの対話集会 

     

○参加（予定）大学（１１か国・１２大学） 
  韓 国      ソウル大学校 
  中 国           上海交通大学  
  タ イ           チュラロンコン大学 

  インド           インド工科大学マドラス校 

  インドネシア    ガジャマダ大学 

  ドイツ       ミュンヘン大学 

  アメリカ      ミシガン大学 

  ブラジル      サンパウロ大学 

  ロシア       サンクトペテルブルグ大学 

  イラン       テヘラン大学 

  日 本       九州大学，早稲田大学 
 
○ＵＲＬ http://www.isc.kyushu-u.ac.jp/summit2007 
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大学サミット・イン・九州２００７ タイムスケジュール（案） 

 

【１０月２６日（金）】 

16:30～17:30  事前ミーティング （ボードルーム ３Ｆ） 司会：柳原理事 

         参加大学自己紹介 

         梶山総長挨拶 

         会議日程等の説明：柳原理事 

         各セッションコーディネータ紹介 

                  「ロゴマーク」「グッズ」等の説明：柳原理事 

18:00～19:30  歓迎晩餐会 （ペントハウス ３４Ｆ・立食） 司会：星野教授（経） 

 

【１０月２７日（土）】 

 8:30～     受付（アルゴスＡ １Ｆ） 

 9:00～ 9:45   オープニングセッション （アルゴスＡ １Ｆ） 司会：柳原理事 

          開会宣言：柳原理事 

          開会挨拶：梶山総長 

          来賓挨拶：文部科学省科学技術・学術政策局 加藤 敬国際交流官 

          基調講演：早稲田大学 白井総長 

 9:45～10:00     コーヒーブレイク 

10:00～11:30    セッション１「学研都市の未来」（第１部） （アルゴスＡ １Ｆ） 

                 司会：佐々木教授（工），坂井教授（新キャンパス）  

          講 演：４件 

                    国際連合人間居住計画（ﾊﾋﾞﾀｯﾄ）アジア太平洋事務所・野田所長 

                    九州大学・坂井教授（新キャンパス計画推進室） 

                安浦システム LSI センター長 

                佐々木水素利用技術研究センター長 

          討 議 

11:45～12:45     昼 食 （モンバサ ５Ｆ・着席） 

13:00           シーホークホテル出発（バス移動） 

13:30            伊都キャンパス到着 

13:30～15:20     伊都キャンパス見学会 

15:20            伊都キャンパス出発（バス移動） 

15:50            シーホークホテル到着 

15:50～16:00     コーヒーブレイク 

16:00～17:30     セッション１「学研都市の未来」（第２部） （アルゴスＡ １Ｆ） 

                 司会：佐々木教授（工），坂井教授（新キャンパス）  

                  講 演：２大学 

           （ソウル，ミュンヘン） 

          討 議 

18:00～19:30  レセプション （リゲル ３Ｆ） 



 

【１０月２８日（日）】 

 9:00～     受付（アルゴスＡ １Ｆ） 

 9:30～11:35   高校生との対話集会（アルゴスＡ １Ｆ）司会：小川准教授（アジアセ） 
   9:30～10:35 対話集会第一部「学びの舎 大学」 
   10:35～10:50 休憩 
   10:50～11:35 対話集会第二部「広がる知見、見つめる未来」 
11:35～11:45  懸賞論文表彰式（アルゴスＡ １Ｆ） 司会：小川准教授（アジアセ） 

 最優秀者１名及び優秀者２名の表彰：梶山総長  
12:00～13:30     昼 食 （アルゴスＢ １Ｆ・立食，高校生を含む） 

14:00～17:00     セッション２「地域資源としての大学をグローバルに考える」 
（アルゴスＡ １Ｆ）  司会：緒方教授（熱セ），糸井教授（工）             
講 演：６大学 

           （九大，テヘラン，サンパウロ，上海交通，チュラロンコン， 
ガジャマダ） 

          討 議 

14:00～17:00     セッション３「地域医療と健康問題における大学の役割」 
（ナビスＣ １Ｆ）  司会：野田准教授（薬），片渕准教授（医） 

                   講 演：４大学 

           （九大，サンクトペテルブルグ，ミシガン， 
インド工科大学マドラス校） 

          討 議 

17:30～18:00   クロージングセッション  （アルゴスＡ １Ｆ） 司会：柴田理事  

                   各セッションの総括：各コーディネータ 

          総括：柳原理事  

          閉会挨拶：梶山総長 

          閉会宣言：柳原理事 

18:30～20:00  レセプション （ナビスＣ １Ｆ・着席）  

 



高校生との対話集会・懸賞論文 
 

 高校生との対話集会（進行：小川玲子 アジア総合政策センター准教授） 

１．参 加 者  6 県 12 校 101 名（引率教員 12 名を含む。） 

２．パネリスト  大学サミット・イン・九州 2007 に参加する各大学の代表 

３．進   行  次の二部構成により実施し、高校生の質問に学長等が回答する対話形

式で進行する。 

第一部「学びの舎
いえ

 大学」 
 このセクションでは、大学の制度や教育方針に関する様々な

質問を取り上げる。 

第二部「広がる知見、見つめる未来」 

このセクションでは、高校生が日々疑問に思っている社会情

勢などの諸問題、或いは高校生の将来へのアドバイスに関す

る質問を取り上げる。 

 

 

 懸賞論文（進行：小川玲子 アジア総合政策センター准教授） 

１．タイトル  大学生になった時、世界に対してできること 

２．選  考  大学サミット・イン・九州 2007 実行委員会において最優秀者 1 名、優秀

者 2 名を決定。 

２．副  賞  最優秀者：賞状、九大グッズ、大学ｻﾐｯﾄ参加校への短期留学（1 週間程度） 

        優 秀 者：賞状、九大グッズ 

３．表  彰  対話集会終了後 

４．備  考  最優秀賞に選ばれた論文は表彰式において配付 

 

 

 タイムスケジュール 

９：００～      受付 

９：３０～１０：３５ 対話集会第一部「学びの舎
いえ

 大学」（６５分） 
 １０：３５～１０：５０ 休憩（１５分） 

 １０：５０～１１：３５ 対話集会第二部「広がる知見、見つめる未来」（４５分） 

 １１：３５～１１：４５ 懸賞論文表彰式（１０分） 

 １２：００～１３：３０ 昼食会 


